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Abstract 
Author succ巴ededto measure the specific surface areas of aggregate， 
cement and stone dust accurately con巴erningtheir sieve analysis， and then 
di日巴ussed the rational proportionings of the cement concerte and the 
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しかし，著者は賞用的には ネテよび、 (3)式を採用し，(1) 
圏一1左作製した。
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表-1. 各飾聞の骨材の比表面積 (ρ=2.50) 
節 目 m比2表Ig面(ρ積=A。 α。=10.00比oc両m~/k:率g (ρα =2.50) cm'lg (/)=2.50) 
13~γ(38-19閣制) 1.8 0.2 
ま-!"(19-9.5岡田) 3.3 0.3 
r'-No. 4 (9.5-4.8別問) 6.1 0.6 
No. 4-No. 8 (4.8-2.4畑明) 11.2 1.1 
No. 8-No. 16 (2.4-1.2附 n) 20.8 2.1 
No. 16-No. 30 (1.2_0.6mm) 38.6 3.9 
No. 30-No. 50 (0.6_0.3mm) 71.0 7.1 
No. 50-No. 100 (0.3-0.15加勺 133.0 13.3 
No. 100-No. 200 (0.15-0.074明桐) 246.0 25.0 
















飾 日 (1)(2)(3)(4。)(5。)(6)(7。)(8。)(9。)(10。)(1。1)(1。2)(13)(14) 
1!-~" 42 70 o 46 24 10 。。。。。。。5 
i-i" 51 14 37 13 14 20 4 4 6 。。。20 10 
-~"-No. 4 5 9 13 10 15 10 8 10 6 。。。15 14 
No. 4-No. 8 2 1 10 4 10 23 11 10 14 。。。12 17 
No. 8-No. 16 。2 12 4 7 10 10 9 14 5 2 13 9 13 
( 107) 
420 太田誠一郎
No. 16-No. 30 。1 13 5 7 7 10 8 15 12 5 13 7 13 
No. 30-No. 50 。1 9 4 6 6 17 14 16 28 23 31 8 11 
No. 50-No. 100 。。4 5 5 5 22 19 10 37 41 16 7 10 
No. 100-No. 200 。1 2 4 7 5 12 16 12 9 13 15 8 4 
No.200以下 。1 0 5 5 4 6 10 7 9 16 12 4 3 
100 100100 10o 100 100 100 100 10o 100100 100 100 100 
アスプアルト% 4.5 4.5 5.0 5.5 6.5 508.5 8.8 8.3 9.1 11.0 10.0 4.7 9.2 
(1 ) 混合式マカダム (RC) 
(2) マカダム型アスフアルトコンク 1}- ト (AC) 
(3 )粗配合アスフアルトコ Y79ート (AC) 
(4) 密配合アスフアルトコンタl)-ト (AC) 
(5) 密配合アスアアルトコシクリート (AC) 
(6 ) 密配合アスフアルトコンク日ート (RC， MC) 
(7) トぺカ (AC) 
(8) トペヵ (AC) 
(9) トベカ (AC) 
(10) シ』トアスフアルト (AC) 
(11) シ【トアス 7アJレト (AC) 
(12) シートアスフアルト (AC) 









































骨材類の表面積によるセメントコンク P トー 421 
以上のうち，今研究している問題の費料としては (1)，(2)主主よぴ (3)は間際率の多い需に，
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飾 日 cm比V表g面(ρ積=2A.5o0) α。=10，000比c商m主z幹/kαg (ρ=2.50) 
l~-i'l 1.8 0.2 
i-i'! 3.3 0.3 
号-No.4 6.1 0.6 
No. 4-No. 8 11.2 1.1 








No. 8-No. 16 20.8 2.1 32 
No. 16-No. 30 38.6 3.9 19 
No. 30-No. 50 71.0 7.1 13 
No. 50-No. 100 133.0 13.3 8 
No. 1oo-No. 200 246.0 25.0 5 
No.2oo以下 3，250.0 325.0 0.7 
戎に表-3の被膜厚さ t(μ)すなわち x(cm)と Ao(cm2/g) との閥係を A~ x=c たる形
と考え， 10組の数字を代入して最小自乗法で解けば，
3 
n=一一 . 4 ' c=0.03 




棋で固まれだある巾を持ったものすなわち C=0.03土 6 なる式で示された混合物でも成功す
るはやである。
また A?z=0.03で示される混合物は三軸安定度試験器 (triaxialstability制 er)ある
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材料: 豆砕石 (仙台三瀧安山岩， No.8以上)










砕石 54 % 
6.15 
砂 32 2.29 
セメント 14 1.00 ) 1.00 
100 
(a) 砕石の節分その他の値は，
節 日 p α253 ty pat 
r' ~No. 4 44XO.54==23.8 0.59 100 1，450 
No. 4---No. 8 53 XO.54~28.6 1.09 62 1，935 
No. 8 ，，-No. 16 3xO.54== 1.6 2.08 38 126 




No. 8~No. 16 
No. 16，，-No. 30 
No. 30，，-No. 50 
No. 50，，-No. 100 


































~ pat = 11，446 
2J patx ao 11，446 x 10，000 
ニコ11.451/100kg 
















ば粗骨材は No.8 (2.5mm)以下の分は取り去り， _.方細骨材(砂)は No.8を通過せる分の






砕石 (ε==0.49%) 100 




38 x 1.4== 53 (砂の ε の1.3~1.5 倦}







































LJ pat = 11，120 
故に混合用水は 100kg にクき 11.121となり，
セメント pat== 
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(1) シートアスフアルト，境充材の量アスフアルトの重量に劃する百分率 q100"，，130% 













(1) すべての混合物にたいて， 骨材. 石i惨なよぴ、セメント等の比表面積の犬小により， そ
の周りの水むよび、アスフアルトの被膜の厚さが異なる。
(2) 骨材の比表面積と被膜の厚さとの関係から，混合物の配合割合等の理論的研究が出来る。
(3) 費用的にはアスブアルト混合物つアスフアルトマスティック量そ算出して，戎にスアア
ルト量を決定した方が正確かク便利で、あるコ
(4) 水セメシト比(叫/0)は厳格な意味からはそのコンクリートの軟度の指針とはならない。
ず友わちセメントのみの水被膜量の Wu/cがそのつシクリートの軟度をE確に示す丹
な私以上の研究の外に表面積法の臆用として，
(1) コシク担{トのセメントペーストの濃度たよぴ、被膜厚さと強度その他の性質の閥係。
(2) 土壌の研究たとえば最適合水量と水被膜厚との関係。
等，混合体に闘する限りとの表面積法によって研究が出来るものと確信し将来その方面の研
究に進むと同時に，さらに種々の方法によってとの研究の根本問題たる填充材， セメントネテよ
ぴ骨材等7コ比表面積左測定の上検討しその値を再確認したい考えである。
との研究の費用の A部は文部省科・撃研究費によヲたものであるe
(昭和 26竿 11月8日受付〉
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